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お買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、国外で使用することはできません。

本機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が必要です。  
また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。

144 MHz FM トランシーバー

取扱説明書
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説明上の注釈表記について
このマークが付いた注釈は、使用上での
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このマークが付いた注釈は、使用上での
補足事項が記載されています。
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安
全
上
の
ご
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危
険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合、また
はこの製品の使用によって受けられた損害につきましては、法令上の賠償責任が認められ
る場合を除き、弊社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

絵表示について
この「安全上のご注意」には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ぎ、
安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。ご使用の際には、次の
内容 (表示と意味 )をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

危険
警告

注意

絵表示の例
記号は、注意 ( 危険・警告を含む ) を促す内容があることを告げるものです。

図の近くに具体的な注意内容を示しています。
記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁

止内容 ( 左図の場合は分解禁止 ) を示しています。
記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中や近くに具

体的な指示内容 ( 左図の場合は電源プラグを ACコンセントから抜く ) を示してい
ます。

危険
使用環境・条件

引火、爆発のおそれがありますので、
プロパンガス、ガソリン等の可燃性ガ
スの発生するような場所では使用しな
いでください。

自動車を運転しながら本機の操作 ( 交
信 ) をしたり、表示を確認するのはお
やめください。交通事故の原因となり
ます。本機の操作 ( 交信 ) をしたり、表
示を確認するときは、必ず安全な場所
へ自動車を停車させてください。

バッテリーパックの取り扱いについて

バッテリーパックは下記のことをお守りいただ
けない場合、けがや電池の漏液、発火、発熱、
破裂させる原因となります。

バッテリーパックを電磁調理器の上に
置いたり、電子レンジや高圧容器に入
れないでください。

充電温度範囲は、5℃～ 40℃です。この
温度範囲以外では充電しないでください。

専用充電器以外では充電しないでくだ
さい。

本機以外の機器に取付けないでくだ
さい。

所定の充電時間を超えても充電が終了
しない場合は、充電をやめてください。

ストーブのそばや炎天下など高温の場
所で使用したり、放置しないでくださ
い。

火の中に投入したり、加熱したり、ハン
ダ付けしたり、分解しないでください。

端子を針金などの金属類でショートさ
せないでください。また、ネックレス
やヘアピンなどの金属物と一緒に持ち
運んだり、保管しないでください。

分解、改造や釘を刺したり、ハンマーで
叩いたり、踏みつけたりしないでくださ
い。

バッテリー液が目に入ったときは、失
明のおそれがありますので、こすらず
に、すぐきれいな水で洗った後、直ち
に医師の治療を受けてください。
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バッテリー液が皮膚や衣服に付着した
ときは、皮膚に障害を起こすおそれが
ありますので、すぐにきれいな水で洗
い流してください。

電磁調理器の上に乗せたり電子レンジ
や高圧容器に入れないでください。

幼児の手の届く場所には置かないでく
ださい。

警告
使用環境・条件

電子機器 ( 特に医療機器 ) の近くでは使
用しないでください。電波障害により
機器の故障・誤動作の原因となります。

航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、
中継局周辺、病院内では絶対に使用し
ないでください（電源も入れないでく
ださい。）。運行の安全や無線局の運用
や放送の受信に支障をきたしたり、医
療機器が故障・誤動作する原因となり
ます。

本機を使用できるのは、日本国内のみ
です。国外では使用できません。

エアバッグ装置の周辺にトランシー
バーや充電台を置いたり、設置しない
でください。万一の場合エアバッグが
正常に作動しなくなったり、エアバッ
グが膨らむときに置いたり設置した物
が飛散し、重大な傷害につながるおそ
れがあります。

トランシーバー本体の取り扱いについて

長時間の連続送信はしないでください。
発熱のため本体の温度が上昇しますの
で、やけどをしないようにご注意くだ
さい。

イヤホンを使用する場合、電源を入れ
る前に、音量を下げてください。聴力
障害の原因になることがあります。

このトランシーバーは調整済みです。
分解・改造して使用しないでください。
火災・感電・故障の原因となります。

布や布団で覆ったりしないでください。
熱がこもり、ケースが変形したり、火
災の原因となります。直射日光を避け
て風通しの良い状態でご使用ください。

水をかけたり、水が入ったりしないよう、
また濡らさないようにご注意ください。
火災・感電・故障の原因となります。

水などで濡れやすい場所（風呂場など）
では使用しないでください。火災・感電・
故障の原因となります。

近くに小さな金属物や水などの入った
容器を置かないでください。こぼれた
り、中に入った場合、火災・感電・故
障の原因となります。

AC アダプターの取り扱いについて

AC100V 以外の電圧で使用しないでくだ
さい。火災・感電・故障の原因となり
ます。

タコ足配線はしないでください。過熱・
発火の原因となります。

濡れた手で電源プラグに触れたり、電
源コードを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。

電源プラグは AC コンセントに確実に
差し込んでください。電源プラグの端
子に金属などが触れると、火災・感電・
故障の原因となります。

電源プラグの端子にほこりが付着した
まま使用しないでください。ショート
や過熱により火災や感電の原因になり
ます。

使用方法について

機械に巻き込まれるおそれのある場所
では、スピーカーマイクロホン等のケー
ブルを首にかけないでください。けが
の原因となります。

本機の近くに小さな金属物や水などの
入った容器を置かないでください。こ
ぼれたり、中に入った場合、火災・感電・
故障の原因となります。

本機は調整済みです。分解・改造して
使用しないでください。火災・感電・
故障の原因となります。

アンテナやストラップを持って、トラ
ンシーバーを振り回さないでください。
人に当ってけがを負わせたり、物に当っ
てトランシーバーが破損することがあ
ります。
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異常時の処置について

下記の場合はすぐに本体の電源を OFF
にして、バッテリーパックを取り外し、
充電台をご使用の場合は、AC アダプ
ターを ACコンセントから抜いてくださ
い。異常な状態のまま使用すると、火災・
感電・故障の原因となります。

修理はお買い上げの販売店、または
JVC ケンウッドカスタマーサポートセン
ターにご連絡ください。お客様による
修理は、危険ですから、絶対におやめ
ください。
● 異常な音がしたり、煙が出たり、変な
においがするとき

● 落としたり、ケースを破損したとき
● 内部に水や異物が入ったとき
● AC アダプターのコードが傷んだとき
（芯線の露出や断線など）

● 雷が鳴り出したら、安全のため早めに
本体の電源をOFF にし、充電台をご使
用の場合は、AC アダプターを AC コン
セントから抜いて、ご使用をお控えく
ださい。

保守・点検

本機のケースは開けないでください。
感電・けが・故障の原因となります。
内部の点検・修理は、お買い上げの販
売店にご依頼ください。
お客様による修理は、危険ですから絶
対におやめください。

注意
使用環境・条件

テレビやラジオ、PC の近くで使用しな
いでください。電波障害を与えたり、
受けたりすることがあります。

湿気の多い場所、ほこりの多い場所、風
通しの悪い場所、タバコの煙が多い場所
には置かないでください。火災・感電・
故障の原因となることがあります。

直射日光が当たる場所や車のヒーター
の吹き出し口など、異常に温度が高く
なる場所には置かないでください。内
部の温度が上がり、ケースや部品が変
形・変色したり、火災の原因となるこ
とがあります。

ぐらついた台の上や傾いた所、振動の
多い場所には置かないでください。落
ちたり、倒れたりしてけがの原因とな
ることがあります。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気
が当たるような場所には置かないでく
ださい。火災・感電・故障の原因とな
ることがあります。

結露した場合は、自然乾燥させるか、
長い時間同じ環境に置くなどして、結
露がなくなってからご使用ください。

トランシーバー本体の取り扱いについて

アンテナを誤って目にささないように
ご注意ください。

スピーカー /マイクロホンジャックには
指定されたオプション以外は接続しない
でください。故障の原因となることがあ
ります。

乾燥した部屋やカーペットを敷いた廊
下などでは静電気が発生しやすくなり
ます。このような場所では、イヤホン
を使用したときに静電気で耳の皮膚に
電気ショックを感じることがあります。
静電気が発生しやすい場所ではイヤホ
ンを使用しないか、スピーカーマイク
ロホンをご使用ください。

長期間使わないときは、電源スイッチ
をOFF にして、バッテリーパックを外
してください。

AC アダプターの取り扱いについて

AC アダプターのコードを熱器具に近づ
けないでください。コードの被覆が溶
けて火災・感電・故障の原因となるこ
とがあります。

ACアダプターを抜くときは、必ずプラ
グを持ってください。コードを引っぱる
と、コードが傷つき、火災・感電・故障
の原因となることがあります。

保守・点検

お手入れの際は、電源スイッチを OFF
にして、バッテリーパックを外して、
AC アダプターの電源プラグを AC コン
セントから抜いてください。

水滴が付いたら、乾いた布でふき取っ
てください。汚れのひどいときは、水
で薄めた中性洗剤をご使用ください。
シンナーやベンジンは使用しないでく
ださい。
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使用上のご注意
  ハイパワーで長時間送信すると、放熱のため本機の温度が上昇します。取り扱いには十分
ご注意ください。

  電波の届く距離は地形や環境によって大きく異なります。
  コンクリートの壁や、自動車などの金属物体の周囲では、交信距離が短くなります。
  テレビやラジオ、PC の近くで使用すると、電波妨害を与えたり、受けたりすることがあ
ります。これらの機器からは離れてお使いください。

  外部スピーカー／マイクロホンジャックのゴムキャップが外れていると、水が入りやすく
なります。スピーカーマイクロホンやヘッドセットなどを使用するときは、本体との接続
部に水滴が付かないようにご注意ください。

  本機にオプションのケーブルを接続するときは、本機および接続する機器の電源をOFF に
してください。

電波法上のご注意
  電波法第 58 条で『特定の相手方に対して行われる無線通信を傍受して、その存在若しく
は内容を漏らし、又はこれを窃用してはならない』と定められています。

  他人の会話を聞いて、これを漏らしたり窃用することは法律で禁止されていますので十分
ご注意ください。電波法を守って正しく運用してください。

本機の同梱品
下記の同梱品が全て揃っていることをご確認ください。
・トランシーバー本体 ......................................................................................................................................................1
・アンテナ ...............................................................................................................................................................................1
・リチウムイオンバッテリー（PB-46L） ..................................................................................................................1
・充電台 ....................................................................................................................................................................................1
・AC アダプター ..................................................................................................................................................................1
・電池ケース ..........................................................................................................................................................................1
・電池ケース用キャリングポーチ ............................................................................................................................1
・ベルトクリップ ................................................................................................................................................................1
・取扱説明書 ..........................................................................................................................................................................1
・保証書 ....................................................................................................................................................................................1
・JARL 入会申込書 ..............................................................................................................................................................1

使用済み充電式バッテリーパックの取扱注意事項
■ プラス端子、マイナス端子をテープ等で絶縁してください。
■ 被覆をはがさないでください。
■ 分解しないでください。

不要になったバッテリーパックは、貴重な資源を守るために廃棄しないで充電式電
池リサイクル協力店、弊社営業担当窓口または代理店へお持ちください。
リサイクルにご協力お願いいたします。
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アンテナの取り付け
付属のアンテナを取り付けます。

1  アンテナの根元を持って、取り付け部分を本体のアンテナコネクターに合わせる
2  アンテナが固定されるまで右に回す

•  取り外す場合は左に回します。

 付属のアンテナは 144MHz 帯（TH-K20) または 430MHz 帯（TH-K40) に合わせて調整されて
います。市販のホイップアンテナや外部アンテナを接続する場合は、正しく調整された(SWR 
1.5 以下 ) アンテナを使用してください。

 市販の外部アンテナを本機のアンテナコネクター（SMA型 ) に接続する場合は、市販の変
換ケーブル（BNC-SMA、 M-SMA、N-SMAなど ) を使用して、本機のアンテナコネクターに
無理な力がかからないようにしてください。変換コネクターを使用して直接外部アンテナ
のケーブルに接続した場合、ケーブルの太さによっては本機のアンテナコネクターに無理
な力がかかり、破損するおそれがあります。

バッテリーパックの取り付け/取り外し

バッテリーパックの取り付け
 バッテリーパック下部の突起をトランシーバー下側
の溝に合わせ、ロックレバーにロックされるまで、
バッテリーパックを押す

バッテリーパックの取り外し
 ロックレバーを上に引きながらバッテリーパックを
取り外す

ロックレバー

ロックレバー
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電池ケースの使い方

バッテリーケースの開けかた
 2ヶ所のロックレバーを押しながらカバーを開く

•  単四形アルカリ乾電池を 6 本取り付けます。
•  バッテリーケース底面の極性指示に合わせてアルカリ乾電池を入れてください。
•  アルカリ乾電池をバッテリーケースに取り付けるときは、マイナス（－）側から入れて
ください。

•  アルカリ乾電池をバッテリーケースから取り外すときは、プラス（+）側から外してく
ださい。

•  カバーを閉じるときは、ロックレバーをカバーに確実に固定してください。

バッテリーケースの取り付け/ 取り外しかた
バッテリーケースのトランシーバーへの取り付けや取り外しについては、「バッテリーパック
の取り付け /取り外し」と同じです。

 電池交換でバッテリーケースを開くときは、トランシーバーからバッテリーケースを取り
外してください。

 金属端子をショートさせないでください。
 アルカリ乾電池が入っているバッテリーケースを持ち運ぶときは、付属のキャリングポー
チにバッテリーケースを入れてください。

 バッテリーケースを長期使用しないときは全ての電池を取り外してください。
 ローパワーでの使用をお勧めします。
 充電式電池やマンガン電池は使用しないでください。
 新しい電池と古い電池を混ぜたり、異なる電池を混ぜて使用しないでください。
 可燃性ガスの発生するような場所や濡れる場所で電池交換をしないでください。
 バッテリーケースは防水仕様ではありません。
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ご使用の前に

ご
使
用
の
前
に

バッテリーパックの充電
初めて使用するときはバッテリーパックを充電してください。（バッテリーパックは安全のた
め工場出荷時は充電されていません。）

1  トランシーバーの電源がOFFになっていることを確認する
•  トランシーバーにバッテリーパックを装着した状態
で充電する場合は、必ずトランシーバーの電源OFF に
してください。

2  充電台の背面にあるDC INジャックにACアダプター
のDCプラグを接続する

3  ACアダプターをACコンセントに接続する

4  バッテリーパック、またはバッテリーパックを装着し
た状態のトランシーバーを充電台に挿入する

•  バッテリーパックの金属端子が充電台の端子にしっ
かりと接触していることを確認してください。
•  インジケーターが赤色に点灯して充電が開始されます。

5  満充電になると、インジケーターが緑色に点灯する
バッテリーパックまたはトランシーバーを充電台から
抜いてください。

充電時間
充電時間は約 3時間です。

充電状態表示

色 状態

赤点灯 充電中であることを表します。

赤点滅 バッテリーパックが不良または端子が接触不良であることを表します。

緑点灯 充電が完了したことを表します。バッテリーパックまたはトランシーバー
を充電台から抜いてください。

緑と燈が交互に点灯
バッテリーパックの温度が充電温度範囲外になっています。一度バッテ
リーパックを充電台から抜き、バッテリーパックが常温になったら、再度
充電台に挿入してください。

充電スロット

インジケーター
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ご使用の前に

 長時間充電器を使用しない場合は、ACアダプターを ACコンセントから抜いてください。
 充電するときは完全にバッテリーパックを使い切ってからおこなってください。バッテ
リーパックを使い切っていない状態で充電を繰り返すと、過充電となりバッテリーパック
の使用可能回数が通常より減ることがあります。

 環境温度が 0℃～ 40℃以外では充電はできません。
 バッテリーパックの端子をショートさせたり、バッテリーパックを火中に投じたりしない
でください。また、バッテリーパックを分解しないでください。

 お買い上げ時や長期間保存後はバッテリーの使用時間が通常より短くなります。充電 /放
電を 2、3 回繰り返すと通常の使用時間に戻ります。

 満充電しても使用時間が短くなってきた場合は、バッテリーパックの寿命です。このまま
充放電を繰り返すと、液漏れの原因となることがあります。新しいバッテリーパックをお
買い求めください。

 充放電を繰り返すと、使用できる時間が徐々に短くなります。
 使用せずに置いておくだけでもわずかながらバッテリーパックの劣化が進みます。
 高温状態でトランシーバーを使用すると、バッテリーパックの寿命が短くなります。また、
高温状態で保管してもバッテリーパックの劣化の進行が早まります。車の中に置いたまま
にしたり、暖房機の上に置いたりしないでください。

運用時間
使用するバッテリーに対する運用可能時間の目安です。
測定条件（周期）：送信 6 秒 , RX: 6 秒 , 待機 : 48 秒（バッテリーセーブON）

バッテリータイプ 送信出力 運用時間

PB-46L (7.4 V)

ハイパワー 約 7時間

ミディアムパワー 約 10 時間

ローパワー 約 12 時間

バッテリーケース (9 V)
＜単四アルカリ乾電池ｘ6＞

ハイパワー 約 6時間

ミディアムパワー 約 8時間

ローパワー 約 10 時間

 バッテリーケースを使用している場合、ハイパワーの送信出力は 3.5W 以下になります。 
また、アルカリ乾電池の特性上時間経過とともに送信出力が下がっていきます。バッテリー
ケースを使うときはローパワーでの運用をお勧めします。

 アルカリ乾電池は内部抵抗が異なるため、使用するアルカリ乾電池により運用時間が短く
なることがあります。
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ご使用の前に

ご
使
用
の
前
に

シガレットライターソケットへの接続
車両のシガレットライターソケットから電源を取る場合は、別売品の車載用DCチャージャー
アダプター KVC-22 を使用します。

• 詳しくは KVC-22 に付属の取扱説明書をご覧ください。

 充電台をエアバッグ装置の周辺や、運転に支障をきたす場所には設置しないでください。
重大な傷害や事故につながるおそれがあります。

ベルトクリップの取り付け
必要に応じてベルトクリップを取り付けます。

1  バッテリーパック/電池ケースをトランシーバーから取り外す
2  ベルトクリップをバッテリーパック/電池ケース上
部のガイドに「カチッ」と音がするまで差し込む

3  ベルトクリップを取り外すときは、ロックレバーを
押しながら、ベルトクリップを引き上げる

ベルトクリップ

ロックレバー

DC電源ケーブル (KVC-22 に付属 )

シガレットライターソケットへ

充電台 + KVC-22

DC IN ジャックへ
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ご使用の前に

ハンドストラップの取り付け
必要に応じてハンドストラップを取り付けます。ハンドストラップは市販品で十分な強度のあ
るものを選んでください。

 ハンドストラップを持って本機を振り回したりしないでください。故障やけがの原因とな
ります。

PC との接続 
メモリーコントロールプログラムMCP-5A を使用して、PC上で本機のメモリーチャンネルや
メニューなどのデータの作成、編集、管理をすることができます。
別売品の PCインターフェースケーブル PG-4Y を使用して本機の外部スピーカー／マイクロホ
ンジャックと PCの D-SUB ９ピンコネクターに接続します。

PG-4Y

PC へ

メモリーコントロールプログラムMCP-5A（フリーソフト）は下記の URL からダウンロードで
きます。
http://www.kenwood.com/jp/cs/com/vup/
（URL は変更になることがあります。）

 USB- シリアル変換アダプターの種類やOS、ドライバーの組み合わせなどの条件によって
は正常に動作しない場合があります。

 本機や PC の不具合よるデータの損失については弊社はその責任を負いませんので、あら
かじめご了承ください。

ストラップ取り付け穴



各部の名称と機能
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各
部
の
名
称
と
機
能

パネル部 

① 【PWR/VOL】
● トランシーバーの電源をONにするときは右に回します。 トランシーバーの電源を
OFF にするときはカチッと音がするまで左に回します。 

● 回して音量を調節します。 右に回すと音量が大きくなり、左に回すと音量が小さくな
ります。 

② TX-RX LED
● 送信中は赤色に点灯します。
● 受信中（ビジー）は緑色に点灯します。

③ 【ENC】
● 回して周波数、メモリーチャンネル番号、メニュー番号、設定値の選択やスキャン方
向の変更などをおこないます。

④ 【PTT】
● 押すと送信します。

⑤ 【MONI】
● 押すと強制的にスケルチを開いて信号をモニターします。

⑥ キーパッド
● キーパッドを操作すると次ページ表の動作をおこないます。
● マニュアルでDTMF トーンを送信するときに使用します。
● ダイレクトに周波数やメモリーチャンネルを入力できます。

スピーカーマイクロホン



14

各部の名称と機能

キー名称 操作 動作 参照ページ

【F】 A
押す

MHz モードになります。 17

拡張機能モードになります。
－

【F】押してから押す 拡張機能モードを解除します。

1 秒以上押す ロック機能をON/OFF します。 19

【VFO】 B

押す VFOモードになります。 17

【F】押してから押す
呼び出しているメモリーチャンネルや CALL
チャンネルの内容をVFOにコピーします。（メ
モリーシフト）

27

1 秒以上押す バンドスキャンを開始します。 29

【MR】 C

押す メモリーチャンネルモードになります。 24

【F】押してから押す 選択している周波数をメモリーチャンネルに
書き込みます。 23

1 秒以上押す メモリースキャンを開始します。 31

【CALL】 D

押す CALL チャンネルを選択します。
27

【F】押してから押す 選択している周波数を CALL チャンネルに書
き込みます。

1 秒以上押す CALL スキャンを開始します。 31

【MENU】 1 押す メニューモードになります。 20

【TONE】 2 押す シグナリング機能 ( トーン、CTCSS、DCS 、
クロストーン ) を選択します。 39 ～ 43

【LOW】 3 押す 送信出力を切り替えます。 18

【SQL】 4 押す スケルチレベル設定モードになります。 16

【T.SEL】 5
押す トーン周波数、CTCSS周波数、DCSコードまた

はクロストーン方式設定モードになります。 39 ～ 43

1 秒以上押す トーン周波数、CTCSS 周波数、またはDCS コー
ドスキャンを開始します。 36、40、42

【 】 6 押す ベル機能設定モードになります。 48

【SHIFT】 7 押す シフト方向を選択します。 36

【REV】 8 押す リバース機能をON/OFF します。 37

【PF】 9 押す プログラムした機能が動作します。 58

【LAMP】
押す バックライトが点灯します。

19
【F】押してから押す バックライトが点灯し続けます。

【STEP】 0 押す ステップ周波数設定モードになります。 48

【ENT】 # 押す ダイレクトに周波数やメモリーチャンネルを
入力するモードになります。 17、24

⑦ 外部スピーカー／マイクロホンジャック
別売のスピーカー／マイクロホンやヘッドセットなどを接続します。
別売の PCインターフェースケーブルを使用して、PCと接続できます。
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各部の名称と機能

各
部
の
名
称
と
機
能

表示部 

表示 動作
ミディアムパワーが選択されているときに表示します。

ローパワーが選択されているときに表示します。

クロストーン機能が選択されているときに表示します。

トーン機能が選択されているときに表示します。

CTCSS 機能が選択されているときに表示します。

DCS 機能が選択されているときに表示します。

リバース機能がONのときに表示します。

シフト方向がプラスに設定されているときに表示します。

シフト方向がマイナスに設定されているときに表示します。

運用周波数、設定情報などを表示します。

メモリーチャンネル番号やメニュー番号を表示します。

選択しているメモリーチャンネル番号がロックアウトに設
定されているときに表示します。
選択しているメモリーチャンネル番号が既に登録されてい
るときに表示します。

ナロー FMモードに設定されているときに表示します。

拡張機能モードのときに表示します。

信号受信時はＳメーターとして動作します。
ローパワー送信時は電池残容量を表示します。

ベル機能がONのときに表示します。

プライオリティースキャンが設定されているときに表示し
ます。

VOX機能がONのときに表示します。

ロック機能がONのときに表示します。



基本操作 
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電源のON/OFF

 【PWR/VOL】を右に回す
カチッと音がして電源がONします。

•  表示部にパワーオンメッセージが表示され、その後周波数表示になります。

 【PWR/VOL】を左にカチッと音がするまで回す
電源がOFFします。

音量の調整 

 音量を大きくするときは【PWR/VOL】を右に回す
音量を小さくするときは【PWR/VOL】を左に回す

•  【MONI】を押すと強制的にスケルチが開いてノイズが聞こえます。音量調節の目安に
します。

スケルチの調整 
スケルチ（信号のないチャンネルを受信したときに聞こえる「ザー」という雑音をなくす機能）の
スレッショルドレベルを調整します。お買い上げ時の設定はレベル「2」です。

1  【SQL】を押す
• スケルチレベルが表示されます。

2  【ENC】を回してレベルを調整する
• レベルは「0」～「５」です。 レベル 5に近づく程、雑音は少なくなりますが弱い信号が
受信できなくなります。レベル 0は常にスケルチが開いた状態になります。

3  【MONI】、【LAMP】以外のキーを押す
設定を登録してスケルチ調整を終了します。



基本操作 
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基
本
操
作 

周波数の選択 

VFO モード
 【ENC】を回して周波数を選ぶ
• 設定されているステップで周波数が変わります。

MHz モード
MHz 台の周波数のみを変更します。

1  【F】を押す
•  MHz の桁が点滅します。

2  【ENC】を回してMHz台の周波数を選ぶ
3  【F】または【ENT】を押す
MHzモードが終了します。

4  【ENC】を回して希望するkHz以下の周波数を選ぶ

ダイレクト周波数エントリー
キーパッドで直接周波数を入力します。

1  【ENT】を押す

2  【STEP】(0) ～【PF】(9)を使用して周波数を入力する
•  【LAMP】( ) を押すとMHz 台を確定します。
•  全ての周波数を入力時しない場合、例えば 145.000MHz を入力したいときは、【MENU】
(1) 、【SQL】(4)、【T.SEL】(5)、【ENT】と押します。

•  周波数を入力中に【VFO】を押すと、未入力の桁はダイレクト周波数エントリー前の数
値になります。

 選択できない周波数や周波数ステップが合わない周波数を入力した場合は自動的に補正さ
れます。
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基本操作 

送信/受信 

1  【PTT】を押す
•  送信状態になり、TX-RX LED が赤色に点灯します。

   

• 口元をマイクロホン部から 5cm位離して通話します。

2  通話が終わったら、【PTT】を離す
•  ビジー信号を受信すると、TX-RX LED が緑色に点灯します。

送信出力の切り替え
送信出力をハイパワー、ミディアムパワー、ローパワーに切り替えます。

 【LOW】を押す
押すごとに送信出力が切り替わります

表示無し ハイパワー送信 TH-K20： 5.5W/ TH-K40： 5W (PB-46L 使用時 )

ミディアムパワー送信 2W

ローパワー送信 1W

 送信中は送信出力を切り替えることはできません。

バッテリー残量表示
ローパワー送信時はバッテリーの残容量の目安になります。

容量大

  ↑

  ↑

容量少

または表示無し バッテリーを充電、または交換してください。

 ローパワー以外では正しい残容量表示になりません。
 使用する電池により、メニュー番号「34」（→ p.59）で電池の種類を選択してください。使用
する電池と設定が合っていないと正しい残容量表示になりません。
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基本操作 

基
本
操
作 

バックライト
表示部とキーパッドバックライトを点灯します。

一時的にバックライトを点灯する

 【LAMP】を押す
【LAMP】を離した後約5秒間バックライトが点灯します。
•  バックライトが点灯中に【LAMP】以外のキー（【PTT】を除く）を押すとバックライトが約
5秒間延長されます。

•  【LAMP】を押し続けると、押している間バックライトが点灯します。

常時バックライトを点灯する
 【F】を押してから、【LAMP】を押す
【LAMP】を離してもバックライトは点灯し続けます。
• バックライトを消灯するときは、再度【F】を押してから【LAMP】を押します。

モニター 
スケルチが閉じているときに、強制的にスケルチを開き、音声を聞く機能です。選択している
周波数が使われていないか確認するとき、電波が弱く聞き取りにくいとき、信号の無いときに
受信音量の確認をするのに便利な機能です。

1  【MONI】を押す
強制的にスケルチを開き、信号をモニターします。

2  【MONI】を離す
通常の動作になります。

ロック機能 
間違えて周波数を変えてしまったり、不要な機能が動作しないように【ENC】やキーをロックす
る機能です。

1  【F】を1秒以上押す
「 」が表示されてロック機能がONになります。
• ロック機能ON中でも、下記のキーは操作ができます。
 【F】、【PTT】、【LAMP】、【MONI】、【SQL】、【PWR/VOL】

2  【F】を1秒以上押す
「 」表示が消えてロック機能が解除されます。

 上記の操作可能なキーは、お買い上げ時の状態です。ロックする対象を選択できます（「ロッ
クタイプ」（→ p.50）」）。



メニュー  
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いろいろな機能をメニュー形式で設定するモードです。自分の好みに合うように設定したり変
更したりできます。

メニュー操作 

1  【MENU】を押す
メニューモードになり、メニュー項目とメニュー番号が表示されます。

2  【ENC】を回して変更したいメニュー番号を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
設定変更モードになります。

4  【ENC】を回して設定値を選ぶ
5  【F】＜OK＞を押す
設定が確定します。

6  【MENU】または【PTT】を押す
メニューモードが終了します。

メニュー項目

番号 表示 内容 設定値 初期値 参照
ページ

1 P.ON.MSG パワーオンメッセージ 6文字まで － 49

2 BEEP ビープ音 OFF/ ON ON
50

3 LOCK ロックタイプ KEY/ FRQ/ KEY.FRQ KEY.FRQ

4 SAVE バッテリーセーブ OFF/ 0,2/ 0,4/ 0,6/ 0,8/ 1,0/ 2,0/ 3,0/ 
4,0/ 5,0(秒 ) 1,0( 秒 ) 51

5 APO オートパワーオフ OFF/ 30/ 60/ 90/ 120/ 180( 分 ) 30( 分 )
52

6 P.VFO プログラマブル VFO TH-K20：136 ～ 173 (MHz)
TH-K40：400 ～ 469 (MHz) 左同

7 OFFSET レピーターオフセット
周波数 0,000 ～ 29.950(MHz)

TH-K20：
0.6(MHz)
TH-K40：
5(MHz)

37

8 ARO オートレピーターオフ
セット OFF/ ON TH-K20：OFF

TH-K40：ON 34
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番号 表示 内容 設定値 初期値 参照
ページ

9 N.FM ナロー FM OFF/ ON OFF
53

10 B.SHIFT ビートシフト OFF/ ON OFF
11 M.NAME メモリーネーム 6文字まで － 25

12 M.DISP メモリーチャンネル
表示タイプ NAME/ FREQ NAME 26

13 L.OUT メモリーチャンネル
ロックアウト OFF/ ON OFF

33
14 RESUME スキャン再開条件 TO/ CO/ SEEK TO

15 PR.SCAN プライオリティー
スキャン OFF/ ON OFF 32

16 VOX VOX ゲイン OFF/ 1 ～  9 OFF
54

17 VOX.BSY VOX ビジー OFF/ ON OFF

18 VOX.DLY VOX 遅延時間 250/ 500/ 750/ 1000/1500/ 
2000/ 3000(ms) 500(ms) 55

19 TOT タイムアウトタイマー 0.5/ 1.0/ 1.5/ 2.0/ 2.5/ 3.0/ 3.5/ 
4.0/ 4.5/ 5.0/ 10.0( 分 ) 10.0( 分 )

56
20 BCL ビジーチャンネルロッ

クアウト OFF/ ON OFF

21 TX.INH 送信禁止 OFF/ ON OFF
57

22 M.SENS マイク感度 HIGH/ MEDIUM/ LOW MEDIUM

23 PF KEY PF キー機能 1750/ N.FM/ PR.SCAN/ M.DISP M.DISP

58

24 PF 1 マイク PF1 機能 VFO/ MR/ CALL/ UP/DOWN/ 
TONE/ T.SEL/  SHIFT/ REV/ 
1750/ N.FM/ PR.SCAN/ M.DISP/ 
SQL/ LOW/ STEP/ L.OUT/ 
MONI/ LAMP

VFO

25 PF 2 マイク PF2 機能 MR

26 PF 3 マイク PF3 機能 CALL

27 MIC.LK マイク PF キーロック OFF/ ON OFF 59

28 DTMF.MR DTMF メモリー 0 ～ F ch16 文字まで － 44

29 DT.SPD DTMF 送信速度 50/ 100/ 150(ms) 100(ms) 45

30 DT.HOLD DTMF ホールド OFF/ ON OFF
46

31 DT.PAUS DTMF ポーズ時間 100/ 250/ 500/ 750/ 1000/ 
1500/ 2000(ms) 500(ms)

32 DT.LOCK DTMF 送信ロック OFF/ ON OFF 47

33 1750.HD 1750Hz ホールド OFF/ ON OFF 38

34 BATT バッテリータイプ LI-ION/ ALKALI LI-ION 59

99 RESET リセット PART/ FULL PART 60
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本機は受信周波数や送信周波数、CTCSS周波数、DCSコードなどのデータを登録できるメモリー
を合計 200 チャンネル（その他に 3つのプログラムスキャンメモリーチャンネルと 1つのプラ
イオリティーチャンネル）持っています。交信によく利用する周波数などをメモリーしておく
と、チャンネル番号を呼び出すだけでその周波数を呼び出せます。メモリーチャンネルは、シ
ンプレックスチャンネル（送信周波数と受信周波数が同じ）とスプリットチャンネル（送信周波
数と受信周波数が違う）の２種類があり全てのメモリーチャンネルはスプリットチャンネルと
して使用できます。

1 つのメモリーチャンネルに登録できるデータ

登録項目 シンプレックス
チャンネル

スプリット
チャンネル

受信・送信周波数 ○ ×

受信・送信ステップ周波数 ○ ×

受信専用周波数 × ○

受信専用ステップ周波数 × ○

送信専用周波数 × ○

送信専用ステップ周波数 × ○

オフセット周波数 ○ ×

トーンのON/OFF ○ ○

トーン周波数 ○ ○

CTCSS の ON/OFF ○ ○

CTCSS 周波数 ○ ○

DCS の ON/OFF ○ ○

DCS コード ○ ○

クロストーンのON/OFF ○ ○

シフト ○ ×

リバースのON/OFF ○ ○

メモリーチャンネルロックアウト ○ ○

ナロー FM ○ ○

ビートシフト ○ ○

メモリーネーム ○ ○

 プログラムスキャンメモリーやプライオリティーチャンネルはメモリーチャンネルロック
アウトのON/OFF は登録できません。
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シンプレックスチャンネルの登録
受信周波数を登録します。受信周波数を登録すると送信周波数も自動的に登録されます。

1  【VFO】を押して、VFOモードにする
2  【ENC】を回して登録したい周波数を選ぶ
3  周波数以外のデータを設定する

• 設定方法については、それぞれの説明を参照してください。周波数以外の登録が不要
な場合、この操作は必要ありません。

4  【F】を押してから、【MR】を押す
メモリーチャンネル書き込みモードになり、チャンネル番号が点滅します。

• 選択したチャンネル番号が既に登録されている場合は「 」がチャンネル番号の下に表
示されます。

• メモリーチャンネル番号「L0/U0」 ～ 「L2/U2」を選択するとプログラムスキャンメモ
リーの登録になります。

5  【ENC】を回して登録したいチャンネル番号を選ぶ
6  【MR】を押す
メモリーチャンネルに書き込まれます。

スプリットチャンネルの登録
受信と送信の周波数を変えたいときは、受信周波数を先に登録してから、送信周波数を登録し
ます。送信周波数のみの登録はできません ｡

1  シンプレックスチャンネル登録で受信周波数を登録する
スプリットチャンネルの登録は、既に登録されているメモリーチャンネルにのみ登録でき
ます。

2  【VFO】を押して、VFOモードにする
3  【ENC】を回して登録したい送信周波数を選ぶ
4  【F】を押してから、【MR】を押す
メモリーチャンネル書き込みモードになり、チャンネル番号が点滅します。

5  【ENC】を回して既に登録したチャンネル番号を選ぶ
6  【PTT】を押しながら【MR】を押す
送信周波数がメモリーチャンネルに書き込まれます。
• 送信周波数、送信ステップ周波数以外の項目は書き換わりません。ただし、シフトと
リバースは自動的にOFF になり、オフセット周波数情報は削除されます。
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メモリーチャンネルの呼び出し

【ENC】を回してメモリーチャンネルを選ぶ
1  【MR】を押す
メモリーチャンネルモードになり、前回選択したメモリーチャンネルが呼び出されます。

2  【ENC】を回してチャンネル番号を選ぶ

キーパッドでメモリーチャンネルを選ぶ
1  【MR】を押す
メモリーチャンネルモードになり、前回選択したメモリーチャンネルが呼び出されます。

2  【ENT】を押す
メモリーチャンネル入力モードになります。

3  キーパッドでチャンネル番号を入力する。
• チャンネル番号 149を入力する場合は【ENT】→【MENU】(1) →【SQL】(4) →【PF】(9) と入力
します。

• １桁または２桁のチャンネル番号を入力する場合は、１桁または２桁の番号を押して
【ENT】を押します。例えば、チャンネル番号9を入力する場合は【ENT】→【PF】(9)→【ENT】
と入力します。

 メモリーチャンネルが全く登録されていない場合はエラー音が鳴ります。
 プログラムスキャンメモリーチャンネルやプライオリティーチャンネルはキーパッド操作
での呼び出しはできません。
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メモリーネームの登録
メモリーチャンネルに６文字までの文字を登録できます。レピーターを利用するときなど、コー
ルサインや地名などで探せるので便利です。

1  メモリーネームを登録したいメモリーチャンネルを選ぶ
2  メニュー番号「11」（M.NAME）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す
メモリーネーム入力画面が表示され、入力できるカーソルが点滅します。

3  【ENC】を回して文字を選ぶ
入力できる文字は0 ～ 9、 A ～ Z、－ (ハイフン) 、 / (スラッシュ) とスペースです。

4  【F】＜OK＞または【MR】＜▶＞を押す
• カーソルが右に移動します。
• 【VFO】＜◀＞を押すとカーソルが左に、【MR】＜▶＞を押すとカーソルが右に移動しま
す。
• 【CALL】＜CLR ＞を押すと選択しているカーソルの文字が消去されます。

5  手順３と４を繰り返し6桁の文字を入力する
6  【F】＜OK＞を押す
メモリーネームが登録されます。

7  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 CALL チャンネルにはメモリーネームを登録することはできません。
 既に登録したメモリーネームを変更したい場合は、手順 2～ 6の操作でネームを上書きし
てください。

 メモリーネームはプログラムスキャンメモリーにも登録できます。
 メモリーチャンネルを消去すると、メモリーネームも消去されます。
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メモリーチャンネル表示タイプの設定
メモリーチャンネルの表示を、「周波数」か「メモリーネーム」に設定することができます。

1  メニュー番号「12」（M.DISP）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「NAME」(メモリーネーム)または「FREQ」(周波数)を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
設定が登録されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 メモリーネーム表示中に【MONI】を押すと周波数を表示します。

メモリーチャンネルの消去
登録されているメモリーチャンネルの中から指定したチャンネルだけを消去します。

1  消去したいメモリーチャンネルを選ぶ
2  電源をOFFにする
3  【MR】を押しながら電源をONする
消去確認画面が表示されます。

4  【MR】を押す
選択したメモリーチャンネルが消去されます。
• 選択したメモリーチャンネルの消去をやめるときは、【MR】、【MONI】、【LAMP】以外の
キーを押します。

 メモリーチャンネルを消去すると、メモリーネームも消去されます。
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CALL チャンネル
不特定の相手局を呼び出すときは CALL チャンネルを使います。
お買い上げ時の周波数は TH-K20: 145.000MHz、TH-K40: 433.000MHz です。

CALL チャンネルの呼び出し
 【CALL】を押す
CALLチャンネルが呼び出されます。

CALL チャンネルの内容は下記のように書き換えることができます。

CALL チャンネルの登録（シンプレックス）
1  登録したい状態に設定する
「メモリーの登録」と同様に各機能を選択しておきます。

2  【F】を押す
3  【CALL】を押す
選択した設定がCALLチャンネルに登録されます。

CALL チャンネルの登録（スプリット）
1  CALLチャンネルの登録（シンプレックス）で受信周波数を登録する
2  【ENC】を回して登録したい送信周波数を選ぶ
3  【F】を押す
4  【PTT】を押しながら【CALL】を押す
選択した設定がCALLチャンネルの送信周波数に登録されます。

メモリーシフト
メモリーチャンネルや CALL チャンネルの内容を VFO に移します。

1  VFOに移したいメモリーチャンネルを選ぶ
• スプリットチャンネルの送信周波数を移したいときは、リバース（→ p.37）を ON にし
てから操作 2に進んでください。

2  【F】を押してから【VFO】を押す
受信周波数のほかに下記の内容がVFOに移されます。
• ステップ周波数
• トーンのON/OFFと周波数
• オフセット幅
• リバースのON/OFF
• CTCSSのON/OFFと周波数、 DCSのON/OFFとコード
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チャンネル表示モード
メモリーチャンネルでの送受信動作のみをおこなう、単機能のトランシーバーとして動作する
モードです。 周波数表示はチャンネル表示に切り替わります。

 【PTT】と【MR】を押しながら電源をONする
周波数表示がチャンネル表示「CH」に切り替わり、チャンネル表示モードになります。

• 呼び出し可能な周波数がメモリーチャンネルに１つも登録されていない場合は動作し
ません。

• メモリーネームが登録されているチャンネルは「CH」表示ではなく、メモリーネームが
表示されます。

 チャンネル表示モード中、再度電源をOFFにして、【PTT】と【MR】を押しながら電源を
ONする

通常の表示モードに戻ります。

チャンネル表示モード中に可能な操作
キーを押す

PTT MONI F MR CALL LOW

SQL LAMP ENT

【Ｆ】を押してからキーを押す
MONI LAMP

キーを１秒以上押す

F MR CALL

送信中に押す（DTMF 送信）
MONI A [F] B [VFO] C [MR] D [CALL] 0

1 2 3 4 5 6

7 8 9 #

 キーロックを設定しているときはチャンネル表示モードに切り替えることはできません。
 MCP-5Aを使用すると「キーロック付チャンネル表示モード」が設定できます。機能につい
てはMCP-5A のヘルプ文を参照してください。
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スキャンとは周波数を自動的に変えて受信できる信号を探し、信号が見つかると受信する機能
です。受信した後は設定されているスキャン再開条件によってスキャンを再開します。

スキャンの種類
• バンドスキャン 
•　プログラムスキャン　　
•　メモリースキャン 
•　CALL スキャン　　　 
•　プライオリティースキャン

各スキャン共通の操作
•  スケルチのスレッショルドレベルが低いと、ノイズなどですぐにスキャンが停止してしま
うことがあります。このようなときはレベルを上げてください。

•  スキャン中はMHz ドットが点滅します。ただし、メモリーネーム表示時とチャンネル表
示モード時は、MHz ドットは点滅せずに、スキャン一時停止中にチャンネル番号が点滅し
ます。

•  スキャン中に【ENC】を右に回すと、周波数表示はアップする方向、チャンネル番号は大き
くなる方向に切り替わります。

•  スキャン中に【ENC】を左に回すと、周波数表示はダウンする方向、チャンネル番号は小さ
くなる方向に切り替わります。

•  スキャン中に【MONI】を押すと、スキャンは一時停止し、スケルチが開きます。【MONI】を
離すとスキャンを再開します。

•  CTCSS または DCS 機能がONのときは、信号が見つかってスキャンが一時停止したときに
CTCSS 周波数またはDCS コードが一致すると、スケルチが開きます。一致しないときは
スキャンを再開します。

•  信号を見つけると、スキャンを一時停止して受信します。その後は、選択した再開条件（→ 
p.33）に従って、スキャンを再開します。

•  スキャン動作を解除したいときは、【MONI】、【LAMP】、【F】、【SQL】以外のキーを押します（プ
ライオリティースキャンは除く）。

バンドスキャン
VFO の周波数範囲を、設定されているステップ周波数（→ p.48）でスキャンします。

 【VFO】を1 秒以上押す
周波数がアップする方向にスキャンを開始します。
• プログラムスキャンメモリー（→ p.30）の設定されている周波数範囲内でスキャンを開
始すると、プログラムスキャンになります。
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プログラムスキャン
プログラムスキャンメモリーに登録された下限周波数と上限周波数の範囲内でスキャンしま
す。プログラムスキャンメモリーは、「L0/U0」～「L2/U2」 の 3 組あります。

プログラムスキャンメモリーの登録
1  【VFO】を押して、VFOモードにする
2  【ENC】を回して登録したい下限周波数を選ぶ
3  【F】を押してから、【MR】を押す
4  【ENC】を回して、下限周波数を登録するチャンネルを選ぶ

• 「L0」～「L2」の中から選びます。

5  【MR】を押す
選択したチャンネルに下限周波数が登録されます。

6  【ENC】を回して、登録したい上限周波数を選ぶ
7  【F】を押してから、【MR】を押す
8  【ENC】を回して、上限周波数を登録するチャンネルを選ぶ

• 「U0」～「U2」の中から選びます。下限周波数を「L0」に登録した場合は「U0」を選びます。

9  【MR】を押す
選択したチャンネルに上限周波数が登録されます。

プログラムスキャンを使用する
1  【VFO】を押して、VFOモードにする
2  プログラムスキャン周波数の範囲内に合わせる
3  【VFO】を1 秒以上押す
プログラムスキャンを開始します。
• プログラムスキャンメモリーの周波数範囲外で操作したときは、バンドスキャンにな
ります。
• プログラムスキャンメモリーの周波数範囲がプログラマブル VFOの周波数範囲より広
い場合は、プログラムスキャンの周波数範囲内でスキャンします。
• 複数のプログラムスキャンメモリーが登録されていて、周波数が重なる場合は、番号
の小さいチャンネルが優先されます。
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メモリースキャン
メモリーチャンネルに登録されている全てのチャンネルをスキャンします。スキャンしたくな
いチャンネルはスキップすることができます（「メモリーチャンネルロックアウト」→ p.33）。

 【MR】を1 秒以上押す
前回選択したチャンネルから、メモリーチャンネル番号が増加する方向にスキャンを開始
します。
• 登録されているメモリーチャンネルが 2つ以上登録されていないと、メモリースキャ
ンはできません。

• メモリーチャンネルロックアウトがOFF のメモリーチャンネルが 1つ以下の場合は、
メモリースキャンはできません。

• プログラムスキャンメモリー（→ p.30）はメモリースキャンから除外されます。

CALL スキャン
CALL チャンネルと VFOの周波数または CALL チャンネルと最後に呼び出したメモリーチャン
ネルの周波数を交互にスキャンします。CALL チャンネルとレピーター周波数の両方をワッチ
したいときなどに使用する機能です。

1  【VFO】または【MR】を押す
CALLチャンネルと交互にスキャンしたいVFO 周波数、またはメモリーチャンネルの表示に
します。
【VFO】：「CALLチャンネル」と「VFOの周波数」をスキャンしたいときに押します。
【MR】：「CALL チャンネル」と「メモリーチャンネル」をスキャンしたいときに押します。

2  【CALL】を1 秒以上押す
CALL スキャンを開始します。
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プライオリティースキャン
プライオリティーチャンネルに登録された周波数を 3秒毎にチェックし、ビジーであればプラ
イオリティーチャンネルを表示し、その周波数で交信がおこなえる機能です。ビジーでなくな
り、キー操作をしない状態が 3秒続くと元の周波数に戻り、プライオリティースキャンを再開
します。

1  【VFO】を押して、VFOモードにする
2  【ENC】を回して登録したい周波数を選ぶ
3  必要に応じて周波数以外のデータを設定する
4  【F】を押してから、【MR】を押す
メモリーチャンネル書き込みモードになり、チャンネル番号が点滅します。

5  【ENC】を回して「Pr」を選ぶ

6  【MR】を押す
プライオリティーチャンネルに書き込まれます。

プライオリティースキャンを使用する
1  メニュー番号「15」（PR.SCAN）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す。
プライオリティースキャンがONになります。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 CTCSS または DCS 機能がONで CTCSS 周波数またはDCS コードが不一致のときは、プラ
イオリティーチャンネルには切り替わりません。

 プライオリティースキャン中にプライオリティーチャンネルが表示されていない状態のと
きに【MONI】を押すとプライオリティースキャンが一時停止して、表示している周波数を
モニターします。

 プライオリティースキャン中に表示がプライオリティーチャンネルに切り替わっていない状
態では、他の機能（バンドスキャン、ステップ周波数設定、メニューモード）の操作ができます。

 プライオリティースキャン中もバッテリーセーブとオートパワーオフ機能は働きます。
 プライオリティーチャンネルが表示されている状態で、【MONI】、【SQL】、【F】長押し、【PTT】
以外を操作するとプライオリティースキャンは解除されます。

 プライオリティースキャン中にプライオリティーチャンネル「Pr」を消去すると、プライオ
リティースキャンも同時に終了します。
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メモリーチャンネルロックアウト
メモリースキャンのときに、任意のメモリーチャンネルをスキャンから除外し、スキップする
機能です。

1  スキャンから除外したいメモリーチャンネルを選ぶ
2  メニュー番号「13」（L.OUT）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

3  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
4  【F】＜OK＞を押す
スキャン対象外のチャンネルに登録されます。

5  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
• メモリーチャンネルロックアウトを設定したメモリーチャンネルはチャンネル番号の
下に「★」が表示されます。

スキャン再開条件の設定
スキャン中に受信できる信号が見つかって一時停止した後、スキャンを再開する条件を 3種類
の中から選びます。

再開条件 動作

TO（タイムオペレート） ビジー信号を受信するとスキャンが一時停止し、その後ビジー信
号の有無にかかわらず、5秒後にスキャンを再開します。

CO（キャリアオペレート） ビジー信号を受信するとスキャンが一時停止し、その後ビジー信
号のない状態が 2秒以上続くとスキャンを再開します。

SEEK（シーク） ビジー信号を受信するとスキャンを終了し、以後再開しません。

1  メニュー番号「14」（RESUME）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「TO」、「CO」または「SEEK」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
スキャン再開の条件が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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ビルの屋上や山の上などの見通しの良い場所にレピーター（中継局）が設置されている場合は、
レピーターを使うと送信出力が低くても交信可能エリアが広がります。

送信
434.640MHz

レピーター

　　　受信
439.640MHz

受信
439.640MHz

　　　送信
434.640MHz

オートレピーターオフセット
TH-K40ではレピーターの周波数に合わせると自動的にトーン（→p.35）とシフト（→p.36）を切り
替えます。お買い上げ時の設定はTH-K40が「ON」、TH-K20が「OFF」です。

周波数 439.000 ～ 439.995MHz

トーン ON

シフト － ( マイナス )

オフセット幅 5MHz

オートレピーターオフセット機能を解除したいとき

1  メニュー番号「8」（ARO）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「OFF」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
オートレピーターオフセット機能がOFFになります。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 CTCSS、DCS を設定していてもオートレピーターオフセットが優先されます。
 リバース機能（→ p.37）が ONの場合は動作しません。
 受信周波数がオートレピーターオフセットの周波数範囲から外れると、トーン機能は自動
的にOFF になります。

 TH-K20 では「ON」に設定しても何も動作は変わりません。
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トーン
送信信号にトーン周波数を付加します。

トーン機能のON/OFF
 【TONE】を押す
トーン機能がONのときは、「 」が表示されます。
【TONE】を押すごとに次のように設定（表示）が切り替わります。
「OFF」→「トーン( )」→「CTCSS( )」→「DCS( )」→「クロストーン( )」→（OFF に戻
る）

 トーンの設定は VFO モード、メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモードそれぞ
れに設定できます。

 メモリーチャンネル、CALL チャンネルモード時にトーン機能をON/OFF すると一時的な
変更となります。それぞれのチャンネルに書き込みをしない場合、次回呼び出したときは
元の状態になります。

トーン周波数の設定
トーン周波数は 42 波の中から設定できます。お買い上げ時の設定は 88.5Hz です。

1  【TONE】を押して、トーン機能をONにする
2  【T.SEL】を押す
トーン周波数設定モードになります。

3  【ENC】を回してトーン周波数を選ぶ
4  【MONI】、【LAMP】、【PTT】以外のキーを押す
トーン周波数が設定されます。
• 手順 4で【PTT】を押すと、トーン周波数を変更しないで、トーン周波数設定モードが
終了します。

設定可能なトーン周波数
トーン周波数 (Hz)

67.0 82.5 100.0 123.0 151.4 186.2 225.7 

69.3 85.4 103.5 127.3 156.7 192.8 229.1 

71.9 88.5 107.2 131.8 162.2 203.5 233.6 

74.4 91.5 110.9 136.5 167.9 206.5 241.8 

77.0 94.8 114.8 141.3 173.8 210.7 250.3 

79.7 97.4 118.8 146.2 179.9 218.1 254.1 
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トーン周波数スキャン
受信信号の中に含まれるトーン周波数をチェックし、設定する機能です。

1  【TONE】を押して、トーン機能をONにする
2  【T.SEL】を1 秒以上押す
トーン周波数スキャンを開始します。スキャン中は「T.SCAN」と表示されます。

• トーン周波数を検出すると、スキャンが停止し周波数が点滅します。【ENC】を回すと、
スキャンを再開します。

3  トーン周波数を検出したら【T.SEL】を押す
検出したトーン周波数が設定されます。
• 検出したトーン周波数を設定しないときは、【MONI】、【LAMP】、【T.SEL】以外のキーを
押します。

 トーン周波数を検出してスキャンが一時停止すると、スキャンは再開せずトーン周波数が
点滅したままになります。スキャンを再開させる場合は、 【ENC】を回します。

シフト
送信周波数を受信周波数に対してオフセット幅分シフトします。

シフト方向の設定
 【SHIFT】を押す
【SHIFT】を押すごとにプラスシフト（「 」が点灯）→マイナスシフト（「 」が点灯）→シフト
OFF（「 」、「 」共に消灯）と切り替わります。

  

 シフト方向は VFO モード、メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモードそれぞれ
に設定できます。

 シフトして送信周波数が送信可能範囲外になる場合は、送信できません。
 送信中やスプリットチャンネル呼び出し中は、設定を変更できません。



37

レピーター

レ
ピ
ー
タ
ー 

オフセット周波数の設定
オフセット幅を 50kHz ステップで 0～ 29.95MHz に設定できます。お買い上げ時の設定は TH-
K20 が 0.6MHz、TH-K40 が 5.0MHz です。

1  メニュー番号「7」（OFFSET）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回してオフセット幅を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
オフセット幅が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 オフセット幅は VFO モード、メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモードそれぞ
れに設定できます。

 オフセット幅を変更すると、オートレピーターオフセットも変更されたオフセット幅でシ
フトします。

 スプリットチャンネル呼び出し中は、設定を変更できません。
 メモリーチャンネル、CALL チャンネル 時にシフトやオフセット幅を切り替えると、一時
的な変更となります。それぞれのチャンネルに書き込みをしない場合、次回呼び出したと
きは元の状態になります。

リバース
送信と受信の信号を反転して直接相手の送信信号を受信し、レピーターを使わずに交信できる
かを確認します。

 【REV】を押す
【REV】を押すごとにリバース機能がON/OFFします。
• ON のときは「 」が点灯します。

 リバース機能で反転した受信周波数が受信可能周波数範囲外になるときは動作しません。
 送信中はリバース機能のON/OFF はできません。
 直接交信ができるときは、レピーターを使わずに空いている周波数で交信することをお勧
めします。

 シンプレックスチャンネルのときもリバース機能をONに設定できますが、動作しません。
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1750Hz トーンの送信
1750Hz トーンを送信する機能です。

1  【PF】に「1750」を登録する（→p.58）
2  【PF】を押す
1750Hz トーンが送信されます。【PF】を離すと1750Hzトーンの送信が終了します。

1750Hz トーンの送信保持
1750Hz トーン送信後、2秒間送信状態を保持します。お買い上げ時の設定は「OFF」です。

1  メニュー番号「33」（1750.HD）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】を押す
1750Hz トーンの送信保持機能がONになります。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 この機能（1750Hz トーン送信）は欧州地域のレピーターアクセス用です。通常はお買い上げ
時の設定「OFF」でお使いください。
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CTCSS
CTCSS(Continuous Tone Coded Squelch System) とは、音声信号に CTCSS 周波数を付加して
送信し、自局と相手局で CTCSS 周波数が一致したときに、スケルチが開き受信できる機能です。
CTCSS を使用する場合は、モニター機能 ( → p.19) で電波を発射しようとする周波数の使用状
況を確認してください。
選択できる CTCSS 周波数は下記の 42 波です。

設定可能なCTCSS 周波数
CTCSS 周波数 (Hz)

67.0 82.5 100.0 123.0 151.4 186.2 225.7 

69.3 85.4 103.5 127.3 156.7 192.8 229.1 

71.9 88.5 107.2 131.8 162.2 203.5 233.6 

74.4 91.5 110.9 136.5 167.9 206.5 241.8 

77.0 94.8 114.8 141.3 173.8 210.7 250.3 

79.7 97.4 118.8 146.2 179.9 218.1 254.1 

CTCSS 機能のON/OFF とCTCSS 周波数設定
1  【TONE】を2回押す
CTCSS機能がON のときは、「 」が表示されます。
【TONE】を押すごとに次のように設定（表示）が切り替わります。
「OFF」→「トーン( )」→「CTCSS( )」→「DCS( )」→「クロストーン( )」→（OFF に戻
る）

2  CTCSS機能をONにして、【T.SEL】を押す
CTCSS周波数設定モードになります。

3  【ENC】を回してCTCSS周波数を選ぶ
4  【MONI】、【LAMP】、【PTT】以外のキーを押す
CTCSS周波数が設定されます。
• 手順 4で【PTT】を押すと、CTCSS 周波数を変更しないで、CTCSS 周波数設定モードが
終了します。
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CTCSS を使って交信する
あらかじめ相手局と同じ CTCSS 周波数を 42 種類の中から設定しておきます。
受信する場合
「 」を表示させてから

 受信状態で待機する
設定されているCTCSS 周波数と一致した信号を受信すると、スケルチが開き相手の声が聞
こえます。

送信する場合

 【PTT】を押して話す
CTCSSトーン信号を伴った音声が送信されます。

 CTCSS の設定は VFO モード、メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモードそれぞ
れに設定できます。

 メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモード時に CTCSS 機能をON/OFF すると一
時的な変更となります。それぞれのチャンネルに書き込みをしない場合、次回呼び出した
ときは元の状態になります。

CTCSS 周波数スキャン
受信信号の中に含まれる CTCSS 周波数をチェックし、設定する機能です。

1  【TONE】を押して、CTCSS機能をONする
2  【T.SEL】を1 秒以上押す

• CTCSS 周波数スキャンを開始します。スキャン中は「CT.SCAN」と表示されます。
• CTCSS 周波数を検出すると、スキャンが停止し周波数が点滅します。【ENC】を回すと、
スキャンを再開します。

3  CTCSS周波数を検出したら【T.SEL】を押す
検出したCTCSS周波数が設定されます。
• 検出した CTCSS 周波数を設定しないときは、【MONI】、【LAMP】、【T.SEL】以外のキーを押
します。

 CTCSS 周波数を検出してスキャンが一時停止すると、スキャンは再開せず CTCSS 周波数が
点滅したままになります。スキャンを再開させる場合は、 【ENC】を回します。
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DCS
DCS とは Digital Coded Squelch の略称です。あらかじめ相手局と決めておいたDCS コードを
音声信号に付加して送信します。
相手局のDCS コードと自局のDCS コードが一致したときに、スケルチが開き受信できる機能
です。DCS を使用する場合は、モニター機能（→ p.19）で電波を発射しようとする周波数の
使用状況を確認してください。
選択できるDCS コードは下記の 104 種類です。

設定可能なCTCSS 周波数
DCSコード

023 025 026 031 032 036 043 047 051 053 054 065 071 072 073

074 114 115 116 122 125 131 132 134 143 145 152 155 156 162

165 172 174 205 212 223 225 226 243 244 245 246 251 252 255

261 263 265 266 271 274 306 311 315 325 331 332 343 346 351

356 364 365 371 411 412 413 423 431 432 445 446 452 454 455

462 464 465 466 503 506 516 523 526 532 546 565 606 612 624

627 631 632 654 662 664 703 712 723 731 732 734 743 754

DCS 機能のON/OFF とDCS コード設定
1  【TONE】を3回押す
DCS機能がON のときは、「 」が表示されます。
【TONE】を押すごとに次のように設定（表示）が切り替わります。
「OFF」→「トーン( )」→「CTCSS( )」→「DCS( )」→「クロストーン( )」→（OFF に戻
る）

2  DCS機能をONにして、【T.SEL】を押す
DCSコード設定モードになります。

3  【ENC】を回してDCSコードを選ぶ
4  【MONI】、【LAMP】、【PTT】以外のキーを押す
DCSコードが設定されます。
• 手順 4で【PTT】を押すと、DCS コードを変更しないで、DCS コード設定モードが終了
します。
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DCS を使って交信する
あらかじめ相手局と同じDCS コードを 104 種類の中から設定しておきます。
受信する場合
「 」を表示させてから

 受信状態で待機する。
設定されているDCSコードと一致した信号を受信すると、スケルチが開き相手の声が聞こ
えます。

送信する場合

 【PTT】を押して話す
送信周波数にDCSコードが自動的に付加されます。

 DCS の設定は VFO モード、メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモードそれぞれ
に設定できます。

 メモリーチャンネルモード、CALL チャンネルモード時にDCS 機能をON/OFF すると一時
的な変更となります。それぞれのチャンネルに書き込みをしない場合、次回呼び出したと
きは元の状態になります。

DCS コードスキャン
受信信号の中に含まれるDCS コードをチェックし、設定する機能です。

1  【TONE】を押して、DCS機能をONする
2  【T.SEL】を1 秒以上押す

• DCS コードスキャンを開始します。スキャン中は「DCS.SCN」と表示されます。
• DCS コードを検出すると、スキャンが停止しコード数が点滅します。【ENC】を回すと、
スキャンを再開します。

3  DCSコードコードを検出したら【T.SEL】を押す
• 検出したDCS コードが設定されます。
• 検出したDCS コードを設定しないときは、【MONI】、【LAMP】、【T.SEL】以外のキーを
押します。

 DCS コードを検出してスキャンが一時停止すると、スキャンは再開せずDCS コードが点滅
したままになります。スキャンを再開させる場合は、 【ENC】を回します。
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クロストーン
本機は、送信（エンコード）と受信（デコード）でトーン、CTCSS、DCS をそれぞれ別個に設定で
きます。

クロストーン機能のON/OFF とクロストーン方式の設定
1  【TONE】を4回押す
クロストーン機能がON のときは、「 」が表示されます。
【TONE】を押すごとに次のように設定（表示）が切り替わります。
「OFF」→「トーン( )」→「CTCSS( )」→「DCS( )」→「クロストーン( )」→（OFF に戻
る）

2  クロストーン機能をONにして、【T.SEL】を押す
クロストーン設定モードになります。

3  【ENC】を回して、下記のクロストーン方式を選ぶ
設定 送信 受信 表示＜送信＞ 表示＜受信＞
DCS/ － DCS OFF  

T/DCS トーン DCS   

DCS/CT DCS CTCSS   

T/CT トーン CTCSS   

4  【MONI】、【LAMP】、【PTT】以外のキーを押す
クロストーン方式が設定されます。
• 手順 4で【PTT】を押すと、クロストーン方式を変更しないで、クロストーン設定モー
ドが終了します。

 メモリーチャンネルモードや CALL チャンネルモードのときにクロストーン機能をON/OFF
すると一時的な変更となります。それぞれのチャンネルに書き込みをしない場合、次回呼
び出したときは元の状態になります。
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DTMF(Dual Tone Multi Frequency)とは電話などから聞こえるピポパ音のことで、2 つの周
波数を組み合わせたコードです。EchoLink などの VoIP 無線のノード局にアクセスしたり、
ノード局に制御コマンドを送信したりするような場合に使用します。

＜ EchoLink は Synergenics, LLC が米国で取得した登録商標です。＞

マニュアルDTMF 送信

 【PTT】を押しながら16キーを押す
DTMF 信号が送出されます。16 キーを押している間は、【PTT】を離しても送信状態が続き
ます。

16 キーのDTMF 周波数
周波数 (Hz) 1209 1366 1477 1633
697 1 2 3 A
770 4 5 6 B
852 7 8 9 C
941 0 # D

DTMF メモリーの登録
DTMF信号をメモリーに登録（全部で16チャンネル）しておけば簡単に送信することができます。

1  メニュー番号 「28」（DTMF.MR）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して登録したいDTMFメモリーチャンネル番号を選ぶ
「０」～「F」までのDTMFメモリーチャンネル番号を選びます。

3  【F】＜OK＞を押す
DTMFコード入力画面になります。

4  【ENC】を回してDTMFコードを選ぶ
5  【F】＜OK＞を押す
コードが入力されカーソルが右に移動します。
• 【VFO】＜◀＞を押すとカーソルが左に、【MR】＜▶＞を押すとカーソルが右に移動しま
す。
• 【CALL】＜CLR ＞を押すと選択しているカーソルの文字が消去されます。
• DTMFコード「 」を入力するときは“E”を、「＃」を入力するときは“F”を選びます。
• “ブランク”を入力すると「ポーズコード」になります。
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6  手順4と5を繰り返し最大16桁までのコードを入力する
7  16桁入力するか、【F】＜OK＞を押す
DTMFコードが登録されます。

8  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 ポーズの時間は変更することができます（「DTMF メモリー中のポーズ時間設定」
( → p46））。

DTMF メモリーの送信
1  【PTT】を押し、送信中に【MONI】を押す
DTMFメモリーの送信モードになり、前回使ったDTMFメモリーチャンネル番号とDTMF
コードが表示されます。

2  【MONI】を離す（【PTT】は押したまま）
3  【PTT】を押したまま【ENC】を回して送信したいDTMFメモリーチャンネル番号を選ぶ

• DTMF メモリーチャンネル番号は 16 キーで直接入力することもできます。

4  【PTT】を押したまま【MONI】を押す
DTMF信号が送信されます。【PTT】を離してもDTMFメモリーの送信が終了するまで送信状
態が続きます。

 登録されていないDTMF メモリーチャンネルを選んで【MONI】を押したときは、周波数表示
に戻ります。

DTMF メモリーの送信スピード設定
DTMF メモリー送信時のスピードを 50/ 100/ 150(ms) の中から選択することができます。お買
い上げ時の設定は「100」(ms) です。

1  メニュー番号「29」（DT.SPD）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回してスピードを選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
送信スピードが設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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DTMF 送信保持
DTMF 信号をマニュアル送信しているとき、16 キーから手を離しても 2秒間送信状態を保持
する機能です。「ON」に設定すると【PTT】から手を離した状態で次々とDTMF トーンを出力す
ることができます。お買い上げ時の設定は「OFF」です。

1  メニュー番号「30」（DT.HOLD）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
送信保持が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

DTMF メモリー中のポーズ時間設定
DTMFメモリー中のポーズ時間を設定します。100/ 250/ 500/ 750/ 1000/ 1500/ 2000(ms) の中から
選択することができます。お買い上げ時の設定は「500」(ms) です。

1  メニュー番号「31」（DT.PAUS）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回してポーズ時間を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
ポーズ時間が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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DTMF 送信ロック
送信中に 16 キーを押すことによるDTMF のマニュアル送信をしないようにする機能です。リ
モコンマイクを使い、本体はバッグに入れて使用するようなときに誤送信を防ぐことができま
す。お買い上げ時の設定は「OFF」（送信する）です。

1  メニュー番号「32」（DT.LOCK）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
DTMF送信ロックに設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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ステップ周波数の変更
VFO モードで周波数を変えるときの最小ステップを設定します。
ステップ周波数は 5/ 6.25/ 10/ 12.5/ 15/ 20/ 25/ 30/ 50/ 100(kHz) から選択できます。お買い上
げ時の設定は「20」(kHz）です。

1  【STEP】を押す
ステップ周波数設定モードになります。

2  【ENC】を回してステップ周波数を選ぶ
3  【MONI】、【LAMP】、【PTT】以外のキーを押す
ステップ周波数設定モードが終了します。

ベル機能
信号を受信したときに、ベル音と「 」の表示の点滅でお知らせします。さらに受信したときか
らの経過時間を表示する機能です。トランシーバーから離れる際に、この機能をONにしてお
くと、不在中に受信したことを確認することができます。

ベル機能ON中は、【 】、【MONI】、【LAMP】、【SQL】のみが操作できます。

ベル機能を使う
1  【 】を押す
ベル機能設定モードになります。

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【MONI】、【LAMP】、【PTT】以外のキーを押す
ベル機能設定モードが終了します。
• ベル機能がONになると「 」が点灯します。
• ベル機能ON中にスケルチが開く条件の信号を 1秒以上受信すると（CTCSS/DCS 設定
時はシグナリングも一致）、「 」が点滅し、ベル音が鳴り、受信経過時間を表示します。

• 「 」が点滅中に、【PTT】が押されるとベル機能は解除されます。通話するときは、再
度【PTT】を押して送信します。
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 受信経過時間表示は最大 9時間 59 分です。これを超えても表示は 9時間 59 分のままとな
ります。

 「 」が点滅中に、スケルチが開く条件の信号を 1秒以上受信すると（CTCSS/DCS 設定時は
シグナリングも一致）、再度ベル音が鳴り、時間表示がリセットされて「0.00」から開始しま
す。

 ベル機能 ON時は、相手局からの受信音声は聞こえません。【MONI】を押すと聞くことが
できます。

 プライオリティースキャン中にベル機能をONにした場合は、プライオリティースキャン
は解除されます。

 ベル機能ON時は、オートパワーオフ機能は動作しません。

パワーオンメッセージ
電源をONにしたときに、自分のコールサインなどのメッセージをディスプレイに約 2秒間表
示する機能です。メッセージは最大 6文字まで入力できます。お買い上げ時の設定は機種名が
表示されます。

1  メニュー番号「1」（P.ON.MSG）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す
ネーム入力画面が表示され、カーソルが点滅します。

2  【ENC】を回して文字を選ぶ
入力できる文字は「0」～「9」、 「A」～「Z」、「－」 (ハイフン) 、 「/」(スラッシュ) とスペースで
す。

3  【F】＜OK＞または【MR】＜▶＞を押す
カーソルが右に移動します。
• 【VFO】＜◀＞を押すとカーソルが左に、【MR】＜▶＞を押すとカーソルが右に移動しま
す。

• 【CALL】＜CLR ＞を押すと選択しているカーソルの文字が消去されます。

4  手順３と４を繰り返し6桁の文字を入力する
5  【F】＜OK＞を押す
メッセージが登録されます。

6  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 文字を全て削除した状態で登録をすると、電源ON時は機種名が表示されます。
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ビープ音の解除
キー操作時などに鳴るビープ音を鳴らさないようにすることができます。

1  メニュー番号「2」（BEEP）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「OFF」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
ビープ音が解除されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 ビープ音を解除しても、APOや TOT タイマー警告音は鳴ります。
 ビープ音の音量は【PWR/VOL】の位置に連動します。

ロックタイプ
ロック機能ON時にロックする対象を設定します。キーロック、周波数ロックまたは、これら
併用のいずれかを選択します。

1  メニュー番号「3」（LOCK）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「KEY」、「FRQ」、「KEY.FRQ」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
ロックタイプが設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
「KEY」：下記のキーやツマミが操作できます。

PWR/VOL ENC PTT F

MONI SQL LAMP

「FRQ」：下記のキーやツマミが操作できます。

PWR/VOL PTT MONI F MENU TONE

LOW SQL T.SEL PF LAMP

• メニューモード中は【ENC】を操作できます。
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「KEY.FRQ」：下記のキーやツマミが操作できます。

PWR/VOL PTT MONI F SQL LAMP

バッテリーセーブ動作時間の設定
バッテリーの消耗を防ぐため、待ち受け中に受信信号が無く、キーや【ENC】を操作しない状態
が 10 秒以上続くと、一定時間で受信回路の電源ON/OFF を繰り返す機能です。信号を受信す
るか、キーや【ENC】操作がおこなわれるとバッテリーセーブ動作を一時的に解除します。 
受信回路の電源ON/OFFを繰り返す時間をOFF(バッテリーセーブ機能解除 )/ 0.2/ 0.4/ 0.6/ 0.8/ 
1.0/ 2.0/ 3.0/ 4.0/ 5.0( 秒 ) から選択できます。お買い上げ時の設定は「1.0」( 秒 ) です。
設定時間が長いとバッテリーの消耗は少なくなりますが、受信音声や VOX 送信音声の頭切れ
になる頻度が多くなります。

1  メニュー番号「4」（SAVE）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して動作時間を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
バッテリーセーブ動作時間が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 バッテリーセーブ機能が働いているときに、CTCSS 周波数やDCS コードが一致する局を受
信すると、バッテリーセーブ機能は自動的に解除されますが、CTCSS 周波数やDCS コード
が一致しない局を受信している場合は、バッテリーセーブ機能は解除されません。このと
きに受信信号の確認動作を繰り返しおこなうため、TX-RX LED が点滅することがあります。

 スキャン中は、バッテリーセーブ機能は動作しません。
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オートパワーオフ（APO）
電源の切り忘れによるバッテリーの消耗を防ぐ機能です。キー操作をしない状態が約 29 分間
続くと、ディスプレイに「APO」を点滅表示して、警告音が鳴ります。さらに、この状態が 1 分
間（計 30 分）続くと電源が切れます。
APOが動作する時間はOFF(APO 機能解除 )/ 30/ 60/ 90/ 120/ 180( 分 ) から選択できます。お
買い上げ時の設定は「30」（分）です。

1  メニュー番号「5」（APO）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して動作時間を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
APO動作時間が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

プログラマブルVFO
VFO の周波数可変範囲を設定します。

1  メニュー番号「6」（P.VFO）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す
下限周波数設定モードになります。

2  【ENC】を回してMHz単位で下限周波数を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
下限周波数が設定され、上限周波数設定モードになります。

4  【ENC】を回してMHz単位で上限周波数を選ぶ

5  【F】＜OK＞を押す
上限周波数が設定されます。

6  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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 VFO モード以外のときは設定できません。
 上限周波数と下限周波数を同じに設定した場合、例えば「144.144」に設定した場合の周波
数可変範囲は 144.000 ～ 144.995MHz になります。

 下限周波数は上限周波数を上回ることはできません。また、上限周波数は下限周波数を下
回ることはできません。

 現在の VFO 周波数がプログラマブル VFOの周波数範囲外になるような設定をした場合に
【ENC】を操作すると、VFO周波数はプログラマブル VFOの範囲内に補正されます。

ナローFM切り替え
FM帯域（最大周波数偏移）をナロー（± 2.5kHz）に切り替えます。お買い上げ時の設定は「OFF」
（ワイド（± 5kHz））です。

1  メニュー番号「9」（N.FM）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
FM帯域がナローに設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
• ナロー FMに設定すると「 」が点灯します。

ビートシフト
受信する周波数により内部ビートを受信し、スケルチが開いてしまう場合などに、CPUのクロッ
ク周波数を変化させて内部ビートを抑え、受信に影響を与えないようにする機能です。お買い
上げ時の設定は「OFF」です。

1  メニュー番号「10」（B.SHIFT）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
ビートシフト機能が動作します。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 ビートシフト機能のON/OFF 設定は、メモリーチャンネルごとに登録できます。
 ビートシフト機能を ON にしてもビートを抑えることができない周波数があります
（→ P62)。
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VOX 機能
【PTT】を押さなくても、ヘッドセットのマイクロホンに向かって話すだけで送信に切り替わる
機能です。ヘッドセットと合わせて使用します。お買い上げ時の設定は「OFF」です。

VOX 機能をONにする
1  メニュー番号「16」（VOX）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「１」（大きな声で送信する）～「9」（小さな声でも送信する）を選ぶ
1～9はVOXゲインの調整になります。

3  【F】＜OK＞を押す
VOX機能がONになります。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
• VOX を ONに設定すると「 」が点灯します。

送信中のVOXゲイン調整
VOX の送信に切り替わる音声レベルを調整します。声に合わせてスムーズに送受信が切り替
わるように調整してください。「１」（大きな声で送信する）～「9」（小さな声でも送信する）の 9
段階で調整できます。

1  VOX機能をONにして、ヘッドセットのマイクロホンに向かって話す
2  VOX送信したら、【ENC】を回す
VOXゲイン変更画面が表示されます。

3  【ENC】を回して通常の声の大きさでVOX送信するようにゲインを調整する
4  何かのキーを押す
元の表示に戻ります。
• VOX ゲイン変更画面のまま受信に戻ったときは、【ENC】の操作が終了してから約 5秒
後に元の表示に戻ります。

ビジー時のVOX送信
VOX 機能が ONのとき、ビジー信号がある場合も VOXによる送信をおこなえるようにするこ
とができます。お買い上げ時の設定は「OFF」（送信しない）です。

1  メニュー番号「17」（VOX.BSY）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す
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2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
ビジー時のVOX送信が可能になります。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 【PTT】による送信および、1750[Hz]（PF キー設定）トーンの送信はこの設定にかかわらず送
信できます。

VOX 遅延時間の設定
VOX 機能により音声で送信したとき、送信から受信に戻るときの送信を保持する時間の設定
をおこないます。遅延時間は 250/ 500/ 750/ 1000/ 1500/ 2000/ 3000(ms) から選択できます。
お買い上げ時の設定は「500」(ms) です。

1  メニュー番号「18」（VOX.DLY）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して遅延時間を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
遅延時間が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 DCS 機能がON時は、VOXディレイタイムの送信保持をおこなった後、ターンオフコード
を送信します。

 【PTT】による送信および、1750[Hz]（PF キー設定）トーンによる送信をおこなったときは遅
延時間は付加されません。

 VOX 機能はマイクに音声が入力されると送信されます。人の声以外でも送信されます。
 マイクに音声を入力してから、送信するまでにはタイムラグがあるため、音声の最初の部
分が送信されない場合があります。

 VOX 機能を ONにするときは、必ずヘッドセットを接続してからおこなってください。接
続せずにONにすると、受信した音声信号によって送信してしまう場合があります。

 VOX 機能がON のときにメニューモードにした場合は、VOX動作はしません。
 VOX機能を使用する場合は対応するオプションを使用してください（62ページの「オプショ
ン一覧」で＜VOX対応＞と記載されている製品）。

 HMC-3(G) のように VOX機能が内蔵されているオプションを使用するときに、オプション
の VOX機能を使用するときは、トランシーバーの VOX機能をOFF にしてください。トラ
ンシーバーの VOX機能を使用するときはHMC-3(G) の VOX 機能をOFF、感度調整ボリュー
ムは最小にしてください。
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タイムアウトタイマー（TOT）
設定時間連続して送信を続けると、自動的に受信状態に戻す機能です。誤操作での連続送信や、
長時間の送信による本体の発熱を抑えます。連続送信可能時間は0.5/ 1.0/ 1.5/ 2.0/ 2.5/ 3.0/ 3.5/ 
4.0 / 5.0/ 10.0( 分 ) から選択できます。お買い上げ時は「10.0」( 分 ) に設定されています。なお、
本機能をOFF にすることはできません。

1  メニュー番号「19」（TOT）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して連続可能送信時間を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
連続可能送信時間が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

 EchoLink など VoIP 無線のノード局にアクセスするような場合、ノード局の連続通信制限時
間を超えて送信しないように、本機のタイムアウトタイマー機能を設定されることをお勧
めします。

ビジーチャンネルロックアウト
使用しようとする周波数が、他の無線局に使用されている（ビジー）ときに、送信を禁止し交信
を妨害しないようにする機能です。お買い上げ時の設定は「OFF」（送信する）です。

1  メニュー番号「20」（BCL）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
ビジーチャンネルロックアウト機能が有効に設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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送信禁止
移動中などに誤って【PTT】を押しても送信しないようにする機能です。お買い上げ時の設定は
「OFF」（送信する）です。

1  メニュー番号「21」（TX.INH）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
送信禁止機能が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

マイクロホン感度
内蔵マイクの感度を「HIGH」（高マイク感度）、「MEDIUM」（通常マイク感度）、 「LOW」（低マイ
ク感度）から選択できます。お買い上げ時の設定は、「MEDIUM」（通常マイク感度）です。

1  メニュー番号「22」（M.SENS）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して感度を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
内蔵マイクロホンの感度が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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PF キーの機能登録
本体の【PF】キーとマイクロホンの【PF1】、【PF2】、【PF3】キーに利用したい機能を設定できます。

1  メニュー番号「23」（PF KEY）、「24」（PF 1）、「25」（PF 2）、「26」（PF 3）を呼び出して、【F】
＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して登録機能を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
PFキーに機能が登録されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

本体の【PF】キーの登録可能機能

設定 機能

M.DISP メモリーネーム⇔周波数切り替え＜初期設定＞

1750 1750Hz トーン送信

N.FM ナロー FMモードON/OFF

PR.SCAN プライオリティースキャンON/OFF

マイクロホンの【PF1】、【PF2】、【PF3】キーの登録可能機能

設定 機能

VFO VFO モード＜ PF1 の初期設定＞

MR メモリーチャンネルモード＜ PF2 の初期設定＞

CALL CALL チャンネルモード＜ PF3 の初期設定＞

UP 【ENC】右回し

DOWN 【ENC】左回し

TONE トーン /CTCSS/DCS/ クロストーンON/OFF

T.SEL トーン /CTCSS 周波数、DCS コード、クロストーン方式の設定

SHIFT シフトON/OFF

REV リバースON/OFF

1750 1750Hz トーン送信

N.FM ナロー FMモードON/OFF

PR.SCAN プライオリティースキャンON/OFF

M.DISP メモリーネーム⇔周波数切り替え
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設定 機能

SQL スケルチレベル設定モード

LOW 送信パワー切り替え

STEP ステップ周波数設定モード

L.OUT メモリーチャンネルロックアウト

MONI モニター

LAMP バックライト

マイクPF キーロック
マイクロホンの PF キーの操作を受け付けないようにロックする機能です。お買い上げ時の設
定は「OFF」です。

1  メニュー番号「27」（MIC.LK）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回して「ON」を選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
マイクキーロック機能が設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する

バッテリータイプの設定
付属のリチウムイオンバッテリー「LI-ION」を使うか、電池ケースでアルカリ乾電池「ALKALI」
を使うかで設定します。設定が正しくないとバッテリー残量表示が正しく動作しません。お買
い上げ時の設定は「LI-ION」（リチウムイオンバッテリー）です。

1  メニュー番号「34」（BATT）を呼び出して、【F】＜OK＞を押す

2  【ENC】を回してバッテリータイプを選ぶ
3  【F】＜OK＞を押す
バッテリータイプが設定されます。

4  【MENU】または【PTT】を押してメニューモードを終了する
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リセット
説明書どおりにうまく動作しなくなったときや、キーを押しても反応しないときは「故障かな？
と思ったら」の内容をお確かめください。それでもうまく働かない場合は、リセットをおこなっ
てみてください。リセットすると周波数や各機能の設定がお買い上げ時の状態に戻ります。リ
セットには下記の 2 種類があり、操作は 2 つの方法があります。

パーシャルリセット メモリーチャンネル、DTMF メモリー以外の内容がお買い上げ時の状
態に戻ります。

フルリセット 全ての状態がお買い上げ時の状態に戻ります

キー + 電源操作によるリセット
1  【F】を押しながら電源をONする

表示部が全点灯します。

2  【F】を離す

  

3  【ENC】を回して「PA.RST」（パーシャルリセット）または「FL.RST」（フルリセット）を選
ぶ

4  【F】＜OK>を押す
“SURE ?”と確認のメッセージが表示されます。

5  再度【F】＜OK>を押す
リセットをおこないます。

メニューによるリセット
1  メニュー番号「99」（RESET)を呼び出して、【F】＜OK>を押します

2  【ENC】を回して「PART」（パーシャルリセット）または「FULL」（フルリセット）を選ぶ
3  【F】＜OK>を押す

“SURE ?”と確認のメッセージが表示されます。

4  再度【F】＜OK>を押す
リセットをおこないます。

 チャンネル表示モード中やキーをロック中はリセットの操作はできません。
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故障かな？と思ったら

症　状 原　因 処　置 参照
ページ

電源が入らない バッテリー容量が低下している
バッテリーパックの場合は充電して
ください。アルカリ乾電池の場合は
新しい電池に交換してください

8、9

電源が入っているのに
ディスプレイが消える

オートパワーオフ (APO) が動作
している

一度電源を OFF した後、再度電源を
ON にしてください 52

キーや【ENC】が操作でき
ない

ロックされている ロックのタイプを変更、または解除
してください 19、50

メモリーチャンネル表示モード
になっている

メモリーチャンネル表示モードを解
除してください 28

ベル機能が ON になっている ベル機能を OFF にしてください 48

メモリーチャンネルが表
示されない

メモリーチャンネルに何も登録
されていない

メモリーチャンネルに登録してくだ
さい 23

【PWR/VOL】を回してもス
ピーカーから音が聞こえ
ない

スケルチが閉じている スケルチのスレッショルドレベルを
下げて（0 の方向）ください 16

CTCSS や DCS が ON になって
いる

CTCSS や DCS を OFF にしてくださ
い 39、41

ベル機能が ON になっている ベル機能を OFF にしてください 48

希望する周波数に合わせ
られない

プログラマブル VFO が設定され
ている

プログラマブル VFO を設定しなお
してください 52

周波数ステップが合っていない 【STEP】を押してステップ周波数を変
更してください 48

送信できない

送信可能周波数以外を選んでいる 周波数を変更してください －
ビジーチャンネルロックアウト
が働いている

ビジーチャンネルロックアウトを
OFF にしてください 56

送信禁止になっている 送信禁止を OFF にしてください 57

ベル機能が ON になっている ベル機能を OFF にしてください 48

送信出力が低下する 温度プロテクションが動作し、
自動的に出力を低下させている

電源を OFF にするか、受信状態にし
て温度が低下するまでお待ちくださ
い

－

マニュアルDTMF 送信が
できない

DTMF 送信ロックが ON になっ
ている

DTMF 送信ロックを OFF にしてくだ
さい 47

レピーターが使えない

オートレピーターオフセットが
OFF になっている

オートレピーターオフセットを ON
にしてください 34

トーン周波数／シフト／オフ
セット幅が合っていない

トーン周波数／シフト／オフセット
幅を正しく合わせてください 35～37

リバースをOFF にできな
い

シフト ON のため、リバースが
OFF になると使用可能周波数範
囲外になる

シフトを OFF にしてから、リバース
を OFF にしてください 36、37

スキャンがすぐ停止する スケルチのスレッショルドレベ
ルが 0( オープン ) になっている

スレッショルドレベルを適切なレベ
ルに合わせてください 16

スキャンが一時停止した
後、再開しない

スキャン再開条件が「SEEK」に
なっている

「TO」または「CO」に設定してくださ
い 33

VOX が働かない VOX のゲイン設定が低すぎる VOX ゲインを調整してください
54スピーカーの音で送信し

てしまう ヘッドセットが接続されていない ヘッドセットを接続してから VOX
を ON にしてください
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下記周波数は回路構成上ビートシフト機能を使用してもビートを抑えることができない周波数です。
TH-K20：152.69375/ 152.695/ 152.70000/ 152.70500/152.70625/ 153.59375/ 153.59500/ 153.60000/ 
153.60500/ 153.60625/ 172.79375/ 172.79500/ 172.80000/ 172.80500/ 172.80625 (MHz)  
TH-K40：403.19375/ 403.19500/ 403.20000/ 403.20500/ 403.20625/ 422.39375/ 422.39500/ 422.40000/ 
422.40500/ 422.40625/ 441.59375/ 441.59500/ 441.60000/ 441.60500/ 441.60625/ 460.79375/ 
460.79500/  460.80000/ 460.80500/ 460.80625 (MHz)

オプション一覧
本機用として下記のオプションが用意されています。
PB-46L .........................................リチウムイオンバッテリー（本機付属品）

BT-16 ............................................バッテリーケース（本機付属品）

KVC-22 ........................................車載用 DC チャージャーアダプター

SMC-32 .......................................スピーカーマイクロホン

SMC-34(G).................................リモコン対応 VOL 付スピーカーマイクロホン

HMC-3(G)................................... VOX、PTT 付きヘッドセット ＜VOX 対応＞
KHS-21 ........................................ヘッドセット ＜VOX 対応＞
KHS-35F .....................................ヘッドセット（耳かけタイプ）＜VOX対応＞
EMC-3 ..........................................イヤホン付きクリップマイクロホン

EMC-11 .......................................イヤホン付きクリップマイクロホン

EMC-12 .......................................イヤホン付きクリップマイクロホン（耳かけタイプ）＜VOX対応＞
HS-9(G) .......................................プチホン型イヤホン

PG-4Y ........................................... PC インターフェースケーブル

 本機に使用できるオプション製品が追加されたり、生産が終了することがあります。オプ
ション製品についてはカタログ等を参照してください。

MCP-5A について
メモリーコントロールプログラム MCP-5A を PC にインストールして、MCP-5A から本機の各
種設定をおこなうことができます（フリーソフトウェアで提供しています）。
MCP-5A の入手先や PC との接続は、12 ページを参照してください。
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申請書類の書き方
ここでは、アマチュア局の申請において本機に関する箇所のみの説明をしています。申請に関する
全般的な内容は、申請用紙に付属されている説明などをご覧ください。
 本機は技術基準適合証明等（工事設計認証）を受けた送受信機です。本機背面に貼ってある機種銘

板には、技適マークと本機の工事設計認証番号が記載されています。本機に付属装置や付加装置
のいずれも付けない場合は、技術基準適合証明等の機種として申請します。

 本機を改造したり、付属装置（TNC など）や付加装置（トランスバーターやブースターなど）を付ける場
合は、非技術基準適合証明等の機種となりますので保証業務実施者の保証を受けるなどして申請して
ください。

総務省のウェブサイト「電波利用 電子申請・届出システム」から申請することもできます。下記の
URLをご覧ください。
http://www.denpa.soumu.go.jp/public/index.html

技術基準適合証明等の機種として申請する場合
本機のみで申請する場合は、直接所轄の地方総合通信局へ申請書類を提出してください。このとき、

「無線局事項書及び工事設計書」裏面の「工事設計書」の「技術基準適合証明番号」の欄には、本機の工事
設計認証番号を記入してください。

「無線局事項書及び工事設計書」の記入について

R 002xxxx

工事設計認証番号
記載位置

※3

※2

※2

※4
※3

※5

TH-K20の場合

TH-K40の場合

F2D, F3E

F2D, F3E

リアクタンス変調 RD07MUS2B x1 7.4 5.5

57.4RD07MUS2B x1リアクタンス変調

※1 希望する周波数帯と、電波の型式の該当する一括記載コード(本機のみの場合は「4VF」)にレ印を入れ、希
望する空中線電力を記入します。

※2 本機の工事設計認証番号を記入します。
※3 技術基準適合証明等の機種として申請する場合は、「発射可能な電波の型式及び周波数の範囲」、「変調

の方式」、「終段管」、「定挌出力」の記入と、送信機系統図の添付を省略できます。
※4 使用する空中線の型式名を記入します。移動する局の場合は記入を省略できます。
※5 「周波数測定装置の有無」の欄は、「無」にレ印を入れます。

保証を受けて申請する場合
無線局申請書類に、必要事項を記入した「アマチュア局の無線設備の保証願書」を添えて、保証業務
実施者の保証を受けて申請してください。
保証を受けて申請する場合のお問い合わせ先 (2016 年 6 月現在 )
 JARD 保証事業センター　〒 170-8088　東京都豊島区巣鴨 3-36-6　共同計画ビル 7F　TEL (03) 3910-7263
　　http://www.jard.or.jp/hosho/
 TSS 株 式 会 社 保 証 事 業 部　 〒 101-0051　 東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 3-11-1　TEL (03) 6261-3686
　　http://www.tsscom.co.jp/
●　上記のお問い合わせ先は変更になる場合があります。ウェブサイトなどで最新情報をご確認ください。

※1

TH-K20の場合
TH-K40の場合
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送信機系統図

TH-K20 送信機系統図
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TH-K40 送信機系統図
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保証とアフターサービス( よくお読みください）

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」
などの記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みいただいたうえ、
大切に保管してください。

【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より 1 年間です。

【補修用性能部品の最低保有期限】
弊社はこの本製品の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8 年保有しています。( 補修用性
能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。)

【修理に関する相談窓口】
修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店または JVC ケンウッドカ
スタマーサポートセンターへお問い合わせください。

修理を依頼されるときは
「故障かな？と思ったら」（61 ページ）を参照してお調べください。それでも異常があるとき
は、製品の電源を切って、お買い上げの販売店または JVC ケンウッドカスタマーサポート
センターにお問い合わせください。

修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様ご
自身でお控え下さいますようお願いいたします。また、本機の故障、誤動作、不具合等に
よって通話などの利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につきまして
は、弊社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って修理させていただきます。修理
に際しましては、保証書をご提示ください。

【保証期間が過ぎているときは】
修理をして使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。

持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お
買い上げ日、故障の状況（できるだけ具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせくだ
さい。

【修理料金の仕組み】（有料修理の場合は次の料金が必要です。）
技術料： 製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理および付帯作業にかかる費用です。
技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管理費等が含まれます。
部品代：修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部材等を含む場合もあります。
送料： 郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理などをおこなうにあたって、お
客様に負担していただく場合があります。
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仕様

一般 TH-K20 TH-K40
送信周波数範囲 144 ～ 146 MHz 430 ～ 440 MHz

受信周波数範囲 136 ～ 174 MHz 400 ～ 412 MHz
415 ～ 470 MHz

電波型式 F2D, F3E

アンテナインピーダンス 50 Ω

電圧範囲 DC6.0 ～ 9.0 V (標準電圧：DC 7.4 V)

使用温度範囲 ‒20℃ ～ +60℃
‒10℃ ～ +50℃ (PB-46L使用時)

周波数安定度 ±2.5ppm 以内

寸法 ( 幅 x 高さ x 奥行 ) 
＜突起物含まず＞

54 x 111.7 x 27.2 mm (PB-46L装着時)
54 x 111.7 x 29 mm (BT-16装着時)

質量 
約228 g (PB-46L装着時)

約178 g (BT-16装着時＜電池含まず＞)

送信部 TH-K20 TH-K40

送信
出力

ハイパワー(PB-46L使用時) 5.5 W 5.0 W 

ハイパワー(アルカリ乾電池使用時) 約3.5 W

ミディアムパワー 2 W

ローパワー 1 W

変調方式 リアクタンス変調

最大周波数偏移 ± 5 kHz 以内

スプリアス発射強度 ‒60 dB 以下

変調歪 (300 Hz ～ 3 kHz) 5 % 以下

マイクロホンインピーダンス 2 kΩ

送信部 TH-K20 TH-K40
受信方式 ダブルスーパーヘテロダイン方式

中間周波数 (IF)
1st IF 38.85 MHz

2nd IF 450 kHz

受信感度 (12 dB SINAD) ‒16 dBµ(0.16 µV) 以下 ‒15 dBµ(0.18 µV) 以下

スケルチ感度 ‒18 dBµ(0.13 µV) 以下

選択度
‒6 dB 帯域幅 10 kHz 以上

‒50 dB 帯域幅 28 kHz 以下

低周波出力 (8 Ω /10 % 歪） 400 mW以上 (7.4 V時）

 JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による数値です。
 仕様は技術開発に伴い変更することがあります。



●	 製品および製品の取り扱いに関するお問い合わせは、JVC ケンウッドカスタマーサポートセンターをご利用く
ださい。

	 ＜電話番号を良くお確かめのうえ、おかけ間違いのないようにご注意ください。＞

	 固定電話からは、フリーダイヤル 0120-2727-87
	 携帯電話・PHS からは、ナビダイヤル 0570-010-114
	 ＜発信番号通知が非通知の場合は、電話番号の前に「186」を付けて、ダイヤルしてください。＞

	 一部の IP 電話など、フリーダイヤル、ナビダイヤルがご利用になれない場合は、	045-450-8950
		 ＦＡＸ　　	 045-450-2308
	 住所　　　　	 〒 221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3-12
	 受付日　	 月曜日〜土曜日（祝祭日弊社休日を除く）
	 受付時間	 月曜日〜金曜日	9：30 〜 18：00	土曜日　9：30 〜 12：00、13：00 〜 17：30
●	 修理などアフターサービスについては、弊社ホームページをご覧いただくか、JVC ケンウッドカスタマーサポー
トセンターにお問い合わせください。　　	

	 URL	http://www.kenwood.com/jp/cs/service.html
●	 ユーザー登録 (My-Kenwood)	をご利用ください。
	 お買い上げいただいたケンウッド製品をご愛用いただくために、弊社ホームページ内でユーザー登録すること
をおすすめします。

	 URL	http://jp.my-kenwood.com

電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波がテレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受
けた場合は、ただちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認して下さい。

無線局運用規則　第 8 章アマチュア局の運用　第 258 条
アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用または放送の受信に支障を与え、若しくは与える
おそれがあるときは、すみやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略

障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し障害に応じて JVCケンウッドカスタ
マーサポートセンターやお買い上げの販売店などに相談するなどして、適切な処置をおこなってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合も
あります。
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA）及び日本アマチュア無線連盟（JARL）では電波障害の対策と防止につい
ての相談窓口を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談ください。
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA）
			〒 170-0002　東京都豊島区巣鴨 1-10-5		第 2 川端ビル	2F			TEL	(03)	3944-8611	 http://www.jaia.or.jp/
日本アマチュア無線連盟（JARL）
			〒 170-8073　東京都豊島区南大塚 3-43-1		大塚 HT ビル	６F		TEL	(03)	3988-8749	 http://www.jarl.org/

製品を安全にお使いいただくために
長期の使用、または長期保管のあとに使用された通信機は、電気部品などの経年劣化がすすんでいる場合があります。
感電、火災の原因になるおそれがありますのでご注意ください。
下記のような異常に気づかれたら、直ちに使用を中止し JVCケンウッドカスタマーサポートセンターへご連絡くだ
さい。
■	煙が出る。■	音がひずむ。雑音が出る。異音がする。■	変なにおいがする。
■	製品を振ると、内部から異物（ねじ、クリップなど）が入っているような音がする。
■	製品本体、電源コード、プラグが異常に熱くなる。■	交換しても、すぐにヒューズが切れる。
■	電源を入れるとブレーカーが落ちる。■	電源を入れると火花が出る。
■	落雷があったあと、正常に動作しなくなった。■	さわるとビリビリと電気を感じる。

日頃からの点検により、製品を安全にお使いください。

〒 221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3-12	


